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【令和８年４月７日(火)始業式 講話】 

    新年度の始まりにあたり            校長 和泉 哲章 

新入生１７１名を迎え、全校生徒４５０名で新年度がスタートしました。明るく元気なあいさつの声が

響く前向きな雰囲気の中、順調なスタートとなりました。 

 入学式では、「挑戦のない成功はない」という言葉を紹介しました。「挑戦」は、「なりたい自分」に

近づくために、自分を成長させるためにとても大切な姿勢です。「挑戦」といっても大きな「挑戦」ばか

りではありません。私たちの毎日は小さな葛藤と挑戦の連続です。人は誰でも弱い心があり、やらなくて

いけないとわかっていても、後回しになったり、やってはいけないと知りながら、やってしまったりする

ことがあります。そんなとき、「よし！」と思いを立ち切って一歩踏み出し、葛藤を乗り越えていくこと

も立派な挑戦です。また、「なりたい自分」に近づくために、自分の得意なこと、夢中になれることを見

つけ、それに打ち込むこと、これも挑戦です。部活動やクラブ活動に打ち込むこともいいでしょう。もち

ろん毎日の学習に目標をもって打ち込むこともとてもいい挑戦です。私たちの成長には、楽しいこと、嬉

しいことばかりだけでなく、困ったこと、悩んだこと、失敗したことも大事な成長の糧になります。それ

ぞれの挑戦をとおして、存分に自分の可能性を伸ばし、自らを高め大きく成長させてください。そのため

には、みんなが安心して学べること、そして、仲間の頑張りを励まし応戦しようとする雰囲気がとても重

要です。人をいじめたり、嫌がらせしたり、馬鹿にしたりすることがあってはなりません。一人一人がこ

のことを心に留め、認め合い、高め合える雰囲気を作っていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

東新潟中学校の生活の中では、生徒会活動や学校行事などでワクワク楽しい取組がたくさんあります。

昨年度も多くの生徒が「学校は楽しい」と答えています。時には困難にぶつかったり、悩んだりすること

があるかもしれません。私たちの成長には、楽しいこと、嬉しいことばかりだけでなく、困ったこと、悩

んだこと、失敗したことも大事な成長の糧になります。仲間とともに困難を乗り越えやり切ったとき、大

きな喜びや感動を得ることができます。一生懸命頑張った人へのご褒美です。困ったとき、悩んだとき、

一人で抱えるのではなく、友達や先生、家族に相談することもとても大事なことです。察してもらうだけ

でなく、本当に困ったときは、少し勇気を出して自分でＳＯＳを出せることが、これからの世の中で生き

ていく大切なスキルです。東新潟中学校では、１、２年生にグループ担任制を採っています。生徒のよさ

を多面的にとらえ、多様なニーズに対応していきたいと考えています。学校生活にはいろいろなことがあ

りますが、みんなで元気を出して進んでいきましょう。 

「挑戦のない成功はない」今年度、みなさんはどんなことに挑戦しますか。 


